
いばらき県議会だより（５）　　 １４５ 平成１５年１０月１２日（日曜日）

県
北
西
部
の
中
核
病
院
建
設
は
済
生
会
病
院
早
期
実
現
に
努
力
一
般
質
問

　
県
議
会
は
九
月
二
六
日
の
本

会
議
に
お
い
て
、
次
の
八
つ
の

意
見
書

教
科
書
検
定
制
度
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
書

公
共
用
地
取
得
に

係
る
制
度
の
改
善
に
関
す
る
意

見
書

安
定
し
た
公
的
年
金
制

度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

骨
髄
バ
ン
ク
利
用
に
関
わ
る
患

者
負
担
金
へ
の
医
療
保
険
適
用

を
求
め
る
意
見
書

ゆ
た
か
な

教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育

予
算
に
関
す
る
意
見
書

義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
関
す

る
意
見
書

治
安
基
盤
の
整
備

に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
、

衆
・
参
両
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
な
ど
に
そ
の
実
現
方
を
要

望
し
ま
し
た
。

　教
科
書
検
定
制
度
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

　
今
日
、
青
少
年
の
問
題
は
国

家
的
課
題
で
あ
り
、
心
の
教
育

や
モ
ラ
ル
な
ど
、
我
が
国
教
育

の
再
生
は
、
一
刻
の
猶
予
も
許

さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
な
か
で
も
、
小
・
中
・

高
校
に
お
い
て
使
用
す
る
歴
史

・
公
民
教
科
書
は
、
子
ど
も
た

ち
が
我
が
国
の
文
化
と
伝
統
を

愛
し
、
歴
史
を
正
し
く
認
識

し
、
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
育

ん
で
い
く
上
で
、
特
に
重
要
な

教
科
で
あ
る
。
世
界
の
ど
の
国

の
教
育
で
も
、
我
が
郷
土
・
我

が
国
に
愛
情
を
深
め
る
歴
史
・

公
民
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
全
国
で
使
わ
れ
て

い
る
社
会
（
歴
史
的
分
野
）
の

教
科
書
は
、
文
部
科
学
省
の
検

定
を
受
け
て
は
い
る
も
の
の
、

偏
っ
た
歴
史
観
に
よ
っ
て
記
述

さ
れ
て
い
る
教
科
書
が
少
な
く

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
は
言
い
難

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
原
因
は
、
現
行
の
教
科

書
検
定
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
当
議
会
で
は
、
以
前
に
教
科

書
検
定
の
改
善
に
関
す
る
意
見

書
を
提
出
し
た
が
、
文
部
科
学

省
に
お
い
て
は
十
分
な
処
置
が

行
わ
れ
て
い
る
と
は

え
ら
れ

な
い
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て

は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
教
科

書
検
定
制
度
を
見
直
す
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
記

一
　
検
定
制
度
の
見
直
し
に
当

　
た
っ
て
、
検
定
は
公
正
中
立

　
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
委
員

　
及
び
審
議
経
過
等
に
つ
い
て

　
一
般
の
情
報
公
開
を
行
い
透

　
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

二
　
近
隣
諸
国
条
項
に
と
ら
わ

　
れ
過
ぎ
な
い
こ
と
。

三
　
教
科
書
の
検
定
に
当
た
っ

　
て
は
、
自
虐
史
観
に
偏
る
こ

　
と
な
く
、
我
が
国
の
文
化
・

　
伝
統
・
歴
史
の
流
れ
を
的
確

　
に
表
現
し
、
か
つ
「
二
一
世

　
紀
を
生
き
る
青
少
年
が
我
が

　
家
庭
郷
土
国
家
を
愛
し
、

　
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
も
つ

　
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
い

　
う
観
点
を
重
視
す
る
こ
と
。

四
　
健
全
な
人
格
の
醸
成
は
、

　
社
会
生
活
を
営
む
上
で
最
も

　
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
そ
の
た
め
に
は
、
宗
教
・

　
倫
理
・
哲
学
に
関
す
る
教
育

　
が
不
可
欠
で
あ
り
、
検
定
に

　
当
た
っ
て
は
そ
う
い
う
観
点

　
を
重
視
す
る
こ
と
。

五
　
日
本
人
及
び
日
本
の
記
録

　
と
し
て
残
る
原
点
は
、
古
事

　
記
や
日
本
書
紀
で
あ
る
。

　
　
そ
の
国
や
国
民
の
因
る
と

　
こ
ろ
の
成
り
立
ち
を
教
え
る

　
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ

　
り
、こ
れ
を
重
視
す
る
こ
と
。

　日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書

　
我
が
国
に
は
日
米
安
全
保
障

条
約
に
基
づ
く
日
米
地
位
協
定

に
よ
っ
て
、
全
国
に
一
三
四
の

米
軍
施
設
が
所
在
し
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
も
平
成
元
年
度

に
日
米
地
位
協
定
第
二
条
第
四

項
（
ｂ
）
に
基
づ
き
航
空
自
衛

隊
百
里
基
地
の
一
部
施
設
を
米

軍
側
に
提
供
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た

り
自
衛
隊
機
と
米
軍
機
の
共
同

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
米
軍
へ
の
提
供
施
設
の
周
辺

に
は
多
く
の
県
民
が
生
活
し
て

お
り
、
訓
練
に
伴
う
事
故
等
の

問
題
は
県
民
生
活
へ
の
多
大
な

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
日
米
地
位
協
定
に
は
、
米
軍

へ
の
施
設
・
区
域
の
提
供
を
は

じ
め
、
日
本
国
法
令
や
租
税
等

の
適
用
除
外
、
米
軍
人
等
の
犯

罪
に
係
る
裁
判
権
・
損
害
賠
償

権
な
ど
、
国
民
生
活
に
深
く
関

わ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
締
結
か
ら
四
三
年
が
経
過

し
た
現
在
、
そ
の
運
用
を
改
善

す
る
だ
け
で
は
提
供
施
設
を
め

ぐ
る
諸
問
題
の
解
決
は
望
め

ず
、
日
米
地
位
協
定
を
見
直
す

時
期
に
き
て
い
る
と

え
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
公
正
・
良
好
な
日
米
両
国

（
６
面
に
続
く
）

予
算
特
別
委
員
会

質
疑
者

外
来
語
の
使
用
、
医
療
の
充
実
、
霞
ヶ
浦
環
境
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
大
型
店
の
規
制
等
を
質
疑
（
仮
称
）

森田　悦男 自民県政クラブ

新井　　昇 自　由　民　主　党

常井　洋治 民主清新クラブ

錦織　孝一 自　由　民　主　党

足立　寛作 公　　明　　党

大内久美子 日　本　共　産　党

　
議
員
（
自
民
）
　
経
済
の
再

生
策
と
し
て
、
金
融
支
援
制
度

の
強
化
、
土
地
の
流
動
化
促

進
、
地
場
産
業
育
成
と
地
産
地

消
、
活
力
基
盤
の
整
備
、
公
共

事
業
の
地
元
発
注
な
ど
を
軸
と

す
れ
ば
、
活
力
あ
る
茨
城
発
展

が
期
待
で
き
る
。
再
生
に
向
け

た
本
県
重
点
施
策
は
。

　
知
事
　
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
情
報
通
信
基
盤
を
整
備

す
る
一
方
、
特
区
制
度
を
活
用

し
、
つ
く
ば
や
東
海
、
日
立
な

ど
の
科
学
技
術
の
発
展
や
産
業

技
術
の
集
積
の
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
中
小
企
業
の
育
成
や

業
の
支
援
に
努
め
る
。

　
議
員
　
常
陸
太
田
・
大
宮
サ

ブ
医
療
圏
を
速
や
か
に
単
独
の

医
療
圏
と
し
て
位
置
づ
け
、
整

備
す
べ
き
で
あ
る
。
広
域
性
の

あ
る
、
救
急
医
療
体
制
を
備
え

た
中
核
病
院
建
設
を
ど
の
よ
う

に

え
、
進
め
て
い
る
の
か
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
済
生
会
病

院
の
進
出
に
つ
い
て
、
立
地
場

所
や
財
源
確
保
に
見
通
し
が
立

っ
た
た
め
、
整
備
の
早
期
実
現

に
努
め
た
い
。
こ
の
整
備
に
よ

り
、
サ
ブ
保
健
医
療
圏
が
保
健

医
療
圏
と
し
て
独
立
で
き
る
こ

と
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
拠
点
的
都
市
づ
く

り
と
交
通
体
系
の
整
備
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
家
庭
教
育
な

ど
も
質
問
）

　
Ａ
委
員
（
自
県
ク
）
　
県
政

を
身
近
に
感
じ
る
に
は
、
外
来

語
を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
国
立
国
語
研
究

所
は
、
片
仮
名
語
の
安
易
な
使

用
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
日
本
語

へ
の
言
い
換
え
を
進
め
て
い
る

が
、
外
来
語
の
役
割
、
適
切
な

使
用
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
知
事
　
新
し
い
概
念
な
ど
を

表
す
役
割
が
あ
る
が
、
一
般
的

で
な
い
言
葉
も
あ
る
。
使
用
に

当
た
っ
て
は
、
国
語
審
議
会
の

答
申
や
杉
並
区
の
取
り
組
み
な

ど
を
参

に
、
県
民
に
分
か
り

や
す
く
、
県
政
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
本
県
安
全
度
の
優

位
性
を
生
か
し
た
茨
城
づ
く
り

な
ど
も
質
問
）

◆
　
　
　
　
◆

　
Ｂ
委
員
（
自
民
）
　
下
館
市

民
病
院
と
県
西
総
合
病
院
の
統

合
に
よ
り
、
充
実
し
た
医
療
体

制
の
構
築
が
図
れ
る
。
筑
西
地

域
の
医
療
体
制
再
編
の
観
点
か

ら
も
筑
西
広
域
事
務
組
合
を
構

成
す
る
八
市
町
村
で
合
併
す
べ

き
で
は
。

　
総
務
部
長
　
市
町
村
合
併
と

連
動
し
て
地
域
の
病
院
、
医
療

を
再
編
し
、
よ
り
高
度
な
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
は
合
併
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
将
来

的
に
は
八
市
町
村
の
合
併
が
望

ま
し
い
が
、
地
元
関
係
市
町
村

で
住
民
を
交
え
て
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
男
女
共
同
参
画
社

会
と
少
子
化
問
題
の
兼
ね
合
い

な
ど
も
質
問
）

◆
　
　
　
　
◆

　
Ｃ
委
員
（
民
清
ク
）
　
医
療

法
改
正
に
よ
り
、
病
院
は
入
院

患
者
に
早
期
の
転
・
退
院
を
促

す
傾
向
に
あ
る
が
、
受
け
入
れ

先
の
病
院
が
見
つ
か
ら
な
い
こ

と
が
患
者
や
家
族
の
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
転
院
相
談
等
に
応

じ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（Ｍ
Ｓ
Ｗ
）が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
が
、
県
立
中
央

病
院
に
は
一
人
し
か
い
な
い
。

充
実
を
図
り
、
民
間
病
院
へ
の

配
置
も
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
今
後
は
、

県
立
中
央
病
院
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
増

員
に
向
け
検
討
を
し
、
国
に
対

し
て
診
療
報
酬
上
の
位
置
付
け

も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
床
の
充
実
な
ど
も
質
問
）

◆
　
　
　
　
◆

　
Ｄ
委
員
（
自
民
）
　
平
成
一

七
年
四
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
波

崎
済
生
病
院
に
お
け
る
小
児
科

の
整
備
計
画
と
、
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
充
実
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
小
児
医
療

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
現

在
の
八
床
を
二
床
増
や
し
一
〇

床
に
す
る
計
画
で
、
県
単
独
で

施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
を
補

助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
新

病
院
が
、
開
業
医
師
や
他
の
病

院
と
連
携
し
、
初
期
診
療
は
も

と
よ
り
休
日
・
夜
間
の
二
次
救

急
医
療
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

（
ほ
か
に
、
鹿
島
ハ
イ
ツ
の
存

続
な
ど
も
質
問
）

◆
　
　
　
　
◆

　
Ｅ
委
員
（
公
明
）
　
秋
か
ら

工
事
に
着
手
す
る
霞

浦
環
境

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
、
世
界

湖
沼
会
議
の
霞

浦
宣
言
を
形

に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

管
理
運
営
体
制
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に

え
て
い
る
の
か
。

　
知
事
　
セ
ン
タ
ー
が
機
能
を

発
揮
す
る
に
は
、
市
民
・
研
究

者
・
企
業
・
行
政
の
四
者
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
運

営
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
、
運
営
委
員
会
を

設
け
る
が
、
委
員
に
は
地
域
で

活
躍
す
る
環
境
保
全
団
体
の
リ

ー
ダ
ー
や
研
究
者
等
を
委
嘱
し

て
、
で
き
る
だ
け
開
か
れ
た
セ

ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
既
存
商
店
街
の
活

性
化
な
ど
も
質
問
）

◆
　
　
　
　
◆

　
Ｆ
委
員
（
共
産
）
　
（仮
称
）

水
戸
メ
ガ
モ
ー
ル
計
画
で
、
地

元
の
中
小
小
売
店
は
存
亡
の
危

機
に
あ
る
。
大
店
法
の
規
制
緩

和
に
対
し
、
条
例
で
県
独
自
の

規
制
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
知
事
　
事
業
者
か
ら
水
戸
市

に
事
前
協
議
が
な
さ
れ
た
が
、

関
係
者
か
ら
は
推
進
、
反
対
双

方
の
請
願
が
同
市
議
会
に
提
出

さ
れ
て
い
る
。
県
は
、
水
戸
市

長
の
意
見
を
立
地
判
断
の
重
要

な
判
断
要
素
と
す
る
予
定
。

　
ま
た
、
県
は
個
別
の
法
律
に

よ
り
適
否
を
判
断
す
べ
き
で
、

法
の
趣
旨
に
反
す
る
条
例
を
制

定
し
、
大
型
店
の
出
店
規
制
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
。

（
ほ
か
に
、
霞

浦
の
水
質
浄

化
と
霞

浦
導
水
事
業
な
ど
も

質
問
）
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鹿
行
地
区
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
来
年
度
整
備
着
手
に
努
め
る

市
町
村
合
併
の
取
り
組
み
は
知
事
が
先
頭
に
立
っ
て
全
力
で

一
般
質
問

「
桜
の
郷
」
の
整
備
は
推
進
体
制
の
充
実
強
化
図
る

県
立
障
害
者
施
設
の
統
合
は
民
間
資
金
の
導
入
も
含
め
検
討

高
齢
者
虐
待
の
防
止
は
早
期
発
見
、
相
談
窓
口
を
充
実

葉たばこの生育状況

　
議
員
（
自
民
）
　
こ
ど
も
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
暁
寮

の
統
合
整
備
を
県
立
障
害
者
施

設
整
備
検
討
委
員
会
が
提
言
し

て
い
る
が
、
民
間
資
本
を
活
用

し
た
方
法
な
ど
も
視
野
に
入
れ

早
期
に
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
平
成
一
五

年
度
か
ら
三
カ
年
は
新
規
着
工

は
見
送
ら
れ
て
い
る
が
、
脳
性

小
児
麻
痺
児
等
の
専
門
療
育
な

ど
基
本
的
機
能
の
ほ
か
、
在
宅

障
害
児
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
機
能
も
併
せ
持
つ
施
設
と
し

て
整
備
し
た
い
。
整
備
手
法
に

つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民
間

資
金
の
導
入
の
可
能
性
も
含

め
、
今
後
具
体
的
な
検
討
を
し

て
い
く
。

　
議
員
　
県
第
三
次
行
財
政
改

革
大
綱
に
よ
る
民
間
委
託
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
い
つ
ま
で
に
策

定
し
、
委
託
す
る

事
務
事
業
の
範
囲

を
ど
こ
ま
で
広
げ

る
の
か
伺
い
た

い
。

　
総
務
部
長
　
予

算
編
成
と
連
動
さ

せ
る
形
で
早
急
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
予
算
の

中
で
業
務
の
洗
い

出
し
を
行
い
な
が

ら
、
で
き
る
限
り

民
間
委
託
に
取
り

組
み
た
い
。
な

お
、
現
在
業
務
に
従
事
し
て
い

る
職
員
の
処
遇
等
も

慮
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
情
報
公
開
の
推

進
、
教
員
の
資
質
向
上
の
取
り

組
み
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
鹿
行
地
区

に
お
け
る
第
三
次
救
急
医
療
体

制
の
整
備
に
向
け
、
な
め
が
た

地
域
総
合
病
院

に
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
設
置

す
べ
き
で
あ
る

と

え
る
。
早

期
実
現
に
向
け

て
の
決
意
を
伺

い
た
い
。

　
知
事
　
救
急

医
療
体
制
整
備

検
討
委
員
会
の

提
言
な
ど
を
踏

ま
え
、
地
域
救

急
セ
ン
タ
ー
の

早
期
設
置
に
向

け
、
な
め
が
た

地
域
総
合
病
院
な
ど
受
け
皿
と

な
る
べ
き
病
院
の
選
定
や
診
療

機
能
な
ど
具
体
的
な
作
業
を
進

め
て
お
り
、
来
年
度
に
は
整
備

に
着
手
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
議
員
　
葉
た
ば
こ
は
、
畑
作

地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
型
作

物
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
今

後
の
生
産
の
振
興
に
向
け
、
良

質
な
葉
た
ば
こ
の
生
産
安
定
対

策
や
経
営
規
模
の
拡
大
な
ど
が

必
要
で
あ
る
と

え
る
が
。

　
知
事
　
茨
城
県
た
ば
こ
耕
作

組
合
な
ど
と
連
携
し
、
専
門
家

に
よ
る
技
術
指
導
、
定
植
か
ら

収
穫
ま
で
に
一
台
で
対
応
で
き

る
汎
用
型
機
械
の
導
入
、
乾
燥

作
業
が
省
力
化
で
き
る
ダ
ブ
ル

ラ
ッ
ク
装
置
へ
の
転
換
な
ど
に

助
成
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支

援
す
る
。

（
ほ
か
に
、
前
川
の
整
備
と
今

後
の
見
通
し
、
潮
来
高
校
の
学

科
再
編
、
潮
来
出
身
画
家
「
小

堀
進
」
の
生
誕
一
〇
〇
年
記
念

事
業
へ
の
対
応
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
県
内
の
一

七
地
域
五
〇
市
町
村
で
合
併
の

協
議
が
行
わ
れ

て
い
る
。
合
併

は
分
権
時
代
の

県
土
づ
く
り
の

第
一
歩
。
茨
城

の
将
来
像
を
明

確
に
示
し
、
知

事
の
力
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
合
併

に
取
り
組
む
べ

き
。
今
後
の
市

町
村
合
併
に
ど

の
よ
う
な
姿
勢

で
取
り
組
む
の

か
。

　
知
事
　
合
併
特
例
法
の
期
限

を
目
途
に
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
市
町
村
合
併
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
私
が
先
頭
に
立
っ
て
、
県

議
会
と
も
連
携
を
密
に
し
、
市

町
村
合
併
の
推
進
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
。

　
議
員
　
全
国
に
先
が
け
全
小

中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
テ
ィ

ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
た
め

の
教
員
の
配
置
は
、
平
成
一
六

年
度
を
期
限
と
す
る
国
の
緊
急

地
域
雇
用

出
特
別
交
付
金
を

財
源
と
し
て
い
る
。
一
七
年
度

か
ら
の
対
応
は
。

　
教
育
長
　
教
員
や
保
護
者
の

方
々
か
ら
た
い
へ
ん
好
評
で
、

成
果
も
上
が
っ
て
い
る
。
市
町

村
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
一

七
年
度
以
降
の
事
業
の
継
続
に

向
け
て
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
霞

浦
を
活
か
し

た
地
域
振
興
、
震
災
対
策
、
米

の
販
売
戦
略
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
平
成
一
六

年
度
開
院
予
定
の
国
立
水
戸
病

院
を
核
と
す
る
、
福
祉
・
医
療

・
健
康
増
進
・
生
き
が
い
づ
く

り
等
の
機
能
を
備
え
た
、
や
さ

し
さ
の
ま
ち
「
桜
の
郷
」
の
整

備
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
知
事
　
病
院
建
築
工
事
も
八

六
％
ま
で
進

し
、
県
営
住
宅

や
公
共
下
水
道
の
整
備
、
幹
線

道
路
と
な
る
桜
の
郷
中
央
通
り

線
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い

る
。

　
だ
れ
も
が
住
み
た
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

「
桜
の
郷
」
を
実
現
す
る
た
め

に
推
進
体
制
の
充
実
強
化
を
図

り
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

　
議
員
　
百
里
飛
行
場
民
間
共

用
化
の
開
港
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

合
わ
せ
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
駐
車
場
整
備
、
空
港

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
と
空
港
公
園
施

設
の
整
備
お
よ
び
航
空
機
騒
音

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
企
画
部
長
　
駐
車
場
は
、
利

用
し
や
す
い
運
営
方
法
に
つ
い

て
、
国
と
調
整
し
た
い
。
空
港

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
は
、
開
港
に
合

わ
せ
て
事
業
推
進
を
図
り
企
業

誘
致
に
取
り
組
み
た
い
。
空
港

公
園
は
、
基
本
構
想

を
踏
ま
え
魅
力
あ
る

公
園
と
し
て
整
備
し

た
い
。
騒
音
対
策

は
、
国
の
助
成
対
象

外
の
住
宅
に
つ
い
て

防
音
サ
ッ
シ
工
事
の

助
成
を
行
い
た
い
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
中

央
工
業
団
地
の
立
地

促
進
、
介
護
保
険
制

度
の
円
滑
な
運
営
な

ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
県
ク
）
　
子
ど
も

達
が
茨
城
の
自
然
の
中
で
人
々

の
愛
情
を
受
け
て
育
つ
環
境
づ

く
り
は
、
知
事
の
子
ど
も
観
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
県
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
思

い
を
伺
う
。

　
知
事
　
少
人
数
教
育
の
導
入

や
自
然
体
験
事
業
、
さ
ら
に
家

庭
や
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る

事
業
等
を
推
進
し
子
ど
も
達
が

の
び
の
び
と
育
っ
て
い
け
る
地

域
社
会
を
作
り
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
態
度
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
人
を
思
い

や
る
豊
か
な
心
を
持
つ
子
ど
も

を
育
て
ら
れ
る
県
に
し
た
い
。

　
議
員
　
高
齢
者
虐
待
の
実
態

把
握
へ
の
取
り
組
み
と
相
談
体

制
の
確
立
及
び
早
期
発
見
に
向

け
た

え
方
を
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
昨
年
度
で

一
二
〇
件
の
事
例
を
把
握
。
内

容
は
身
体
的
虐
待
の
ほ
か
心
理

的
虐
待
や
介
護
放
棄
ま
で
様
々

で
、
今
後
国
の
全
国
実
態
調
査

に
併
せ
、
詳
細
な
調
査
を
実
施

す
る
。
相
談
体
制
と
し
て
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
セ
ン
タ
ー
職
員

の
対
応
能
力
を

向
上
さ
せ
る

等
、
相
談
窓
口

の
充
実
に
努
め

る
。
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
市
町
村
等

関
係
機
関
と
の

連
絡
会
議
を
設

置
し
早
期
発

見
、
未
然
防
止

体
制
を
構
築
す

る
。

（
ほ
か
に
、
離

転
職
者
訓
練
受

講
者
の
就
職
拡
大
と
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
茨
城
と
の
連
携
、
顔

の
見
え
る
農
業
な
ど
も
質
問
）
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